
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 安全で安心な委員会運営の実施 

現状・課題 

 農業委員会総会や各種会合の開催にあたっては、その必要性を十分に検討する必

要がある。 

 開催する際には「新しい生活様式」への適応や各種感染症対策を行い、参加者の

安全・安心を確保する必要がある。 

 今後の農業委員会活動に対しても、その在り方・方法を検討・改善していくこと

が必要となる。 

取組みの 

内  容 

 農業委員会総会や各種会合の開催の必要性を検討し、開催する際には各種感染症

対策をはじめ、会場の選定、参加者の絞り込み等により「新しい生活様式」に適

応したものとする。 

 将来的には ITC 等各種の新しい技術を導入による、より安全で効率的な業務執

行方法を検討するなどし、農業委員会組織の改善につなげる。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 農業委員会総会等各種会合の開催の必要性の検討（４・５月） 

□ 「新しい生活様式」への適応や感染症対策を実施しての各種会合の開催 

（4月以降） 

 

中期 

（～11月） 

□ 「新しい生活様式」や各段階での感染症対策指針に適応した各種会合開催方法

の検討（7月以降） 

□ 新技術の導入についての検討 

後期 

（～3月） 

□ 「新しい生活様式」や各段階での感染症対策指針に適応した各種会合開催方法

の検討（12月以降） 

□ 新技術の導入についての検討 

次年度 

以降 

□ 「新しい生活様式」や各段階での感染症対策指針に適応した各種会合開催方法

での定着・改善を図る。 

□ 新技術の導入や農業委員会の在り方についての検討による農業委員会組織の改

善について、委員会や関係団体と検討・協議を推進する。 
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